資料　２‐１

高次脳機能障がい者の自動車運転評価モデル事業（試行）の流れ（案）について

【全体の流れ】（案）
1 当事者が高次脳機能障がい支援拠点（自立相談支援センター・堺市生活リハ）へ相談
2 評価システムの概要説明と急性期・総合医療センターリハ科へ受診案内
3 当事者が急性期・総合医療センターリハ科外来（以下「リハ科外来」）へ予約
4 リハ科外来から①の支援拠点担当者へ受診日を報告
5 リハ科外来にて渡邉Dr診察（運転評価が妥当と判断されれば検査指示（堺市民以外）、堺市民の場合はリハ科外来より生活リハ支援Coへ検査依頼）
6 作業療法士等による神経心理学的検査を実施し、結果を支援Coへ報告
7 支援Coが阪和鳳自動車学校「高次脳機能障がい運転評価チーム（担当：講習課長）」へ連絡、評価実施日を確定
8 支援Coから評価実施日を当事者へ連絡
9 阪和鳳自動車学校にて適性評価・運転評価（作業療法士等の同乗）
10 自動車学校・検査教官と作業療法士との評価結果照合
11 検査教官より当事者へフィードバック
不適性と評価された場合は免許返還勧奨の助言又は６ヶ月間以上後の再相談①を案内
12 運転が妥当と評価されれば公安委員会提出用医師意見書作成依頼のためリハ科受診
13 大阪府警察運転適性相談窓口での相談
14 運転再開

【ポイント】
1． 支援Coが阪和鳳自動車学校との調整を円滑にするために予め評価実施出来る曜日と時間帯を決めておく（予約を入れるための枠）。※１ヶ月前に運転評価実施依頼の有無がわかるので双方通常業務のコントロールが容易になる。⇒水曜日：11時～12時50分
2． 費用は外来診療報酬と阪和鳳自動車学校での費用を分けておく。（堺市民は神経心理学的検査及び運転評価における作業療法士等の対応を無償で実施予定（今後調整））
3． 大阪府警察運転適性相談窓口での相談を義務化し、渡邉Drの意見書作成を行う（大阪府に全てのデータが集約できるシステム）
4． 課題として、神経心理学的検査のカットオフラインをどの程度にするか？
出来るだけ自動車運転評価へ進めるようにした方が利用者の納得は得られやすい。
明らかに運転は無理と判断されるようなケースは、リハ科初診時にDrより、「適性検査の意見書作成はできない」旨伝達。

実施に向けて
数例（身体麻痺の有無、典型的障がい像など想定できるモデルケース）にて実地検証（試行）。
おおよその所要時間などパッケージのタイムラインを作成し、評価基準の均てん化を図る。
※高次脳機能障がいの特性などに配慮し、急制動、障害物回避操作など緊張下における運転評価項目を必要に応じて実施する。
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